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令和４年度  東三鷹学園  三鷹市立第一小学校  　学園・学校評価報告書

このことについて、下記のとおり報告いたします。

記

学園評価　※学園内で統一記述 学校評価　※学校ごとに記述

今年度明らかになった課題のうち、特に次年度の重点とすること 来年度の重点課題を解決するための改善方策 今年度明らかになった課題 　※「第２回学校関係者評価」を経て記述 来年度の改善方策　　※「第２回学校関係者評価」を経て記述

◯小・中のつながりを意識した、さらに充実した学園研究を実施していく。また、一人一台タブレットを学習のツールとして、有効に活用する
研究を深めていく。
◯ＣＳ委員会と協働で、学園スタンダード（キャリアパスポート）の児童・生徒及び保護者の理解を深め、より効果的に活用できるようにする。
◯感染症対策を確実に行い、児童・生徒の交流活動を可能な限り実施した。実施方法や実施時期を創意工夫して次年度は完全復活＋α
としたい。
◯学園３校のサポート隊事務局の連携を強化し、サポート活動の充実を図る。
◯学園・ＣＳ委員会の活動の発信をさらに工夫し、充実したものにしていく。
〇熟議の方法（リモート等の利用）や、開催の日程調整を綿密に行い、①児童・生徒、②ＰＴＡ、③教職員の３回は確実に実施する。

◯学園合同研究会は、テーマに沿って授業研究を中心に実施するとともに、タブ
レットを活用した実践の交流を行う。また、学園版カリキュラムの実証を行い、地域
人財をさらに活用した授業実践を行う。
○学園スタンダードについて、活用方法について教職員の共通理解を図るととも
に、保護者会や熟議を保護者の理解を深める機会にする。
◯乗り入れ授業の在り方を見直し、より効果的な方法で実施する。交流活動はさら
に充実した形で工夫し、実施する。
◯学園３校のサポート隊が協力し合い、活動の充実を図る。３校のサポート隊は
「学園サポート隊」に近い将来一本化する。
◯ＣＳだより、学園だよりで活動を発信する。特に学園ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを充実していく。
〇ＣＳ委員と児童・生徒、教職員、保護者とのそれぞれの熟議を計画し確実に実施
する。

〇確実な学力の定着を目指す学園・校内の研究を進めること。
〇児童とその保護者の理解を深め、学園スタンダードをより効果的に活用すること。
〇新しい生活様式に基づいた工夫によって交流活動等を実施し小中一貫教育のよさを追究すること。
〇各学年・学級でサポート隊を効果的に活用すること。
〇一小の伝統である農業や伝統文化等の体験活動をより重視すること。
〇業務の内容や方法を精査し働き方を改善すること。

〇児童の実態に基づいて国語科を重点として研究を進め、児童の学力を定着させていく。
〇児童自らが理解し学園スタンダードに取り組めるように指導を徹底するとともに、保護者が家庭でも助言できるように説明を徹底して
いく。
〇感染対策を適切に施しながら、計画的に学園の交流活動等を実施し、小中一貫教育校のよさを十分に味わわせていく。
〇学年から直接依頼するシステムを積極的に導入する等、サポート隊との連携を強化しながら、教育活動の目的に合致したサポート
隊の支援の効果を上げていく。
〇学年ごとに地域と協働した特色ある教育活動を実施し、保護者の参加や保護者への紹介を積極的に行っていく。
〇教員同士の協力によって、学年・学級として校務分掌の見直しによる業務の内容や方法を精査し、業務の軽重や分担の適正化を
図っていく。

取組
項目 今年度の重点目標 成果 課題と改善方策 取組

項目
学校の経営目標
（中期目標）

今年度の重点目標
（単年度目標）

今年度の重点目標を
達成するための具体的方策

第１回評価 第２回評価
自己評価（第２回） 学校関係者評価（第２回）
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１．東三鷹学園スタンダード（キャリ
アパスポート）の充実
２．ＣＳ委員会や学園のＰＲ活動の
推進
３．サポート隊の充実、地域人財の
活用
教育ボランティア
4.・スクール・コミュニティの創造に
係る

１　児童・生徒は意識して概ね活用できてきている。また、CS委員会評価部
において、アンケート結果を分析し、次年度からの家庭での取組のさらなる
充実に向けて東三鷹学園スタンダード（キャリアパスポート）の改善を進める
ことができた。
２　CS委員会広報部において、地域の関係諸団体の協力を得て、誌面を工
夫する等して学園カレンダーを充実させることができた。
３　各校でのサポート隊の活用が増え、徐々に児童・生徒の教育活動を新型
コロナウイルス感染症対策以前のように充実させることができた。
４　新しい生活様式に基づいた運営や参加の仕方等を地域関係諸団体とと
もに工夫することによって、従来から地域で伝統的に培ってきた行事等に協
力するとともに、新しい形態での運営方法で実施することができた。

１　児童・生徒の学年進行に伴い、児童・生徒及びその保護者の東
三鷹学園スタンダード（キャリアパスポート）への取組が増加傾向にあ
るので、引き続き、学校とCS委員会が協働して、学園・学校だよりや
CSだより等を活用し取組を紹介し児童・生徒及びその保護者の理解
を深めることができるようにしていく。
２　年間をとおして、CSだより、学園HPに学園スタンダード（キャリア
パスポート）の特集を組む等して、PRに努める。
３　学校と学園サポート隊事務局との協力体制をより効果的に運営し
ていけるよう、手続きの仕方等を工夫し、地域人財や大学生等の積
極的活用を図っていく。
４　学校３部制の2部に当たる、小学校における校庭開放の拡充、放
課後子どもｸﾗﾌﾞや学童保育所との連携した取組、中学校における部
活動の地域人財等による新たな支援体制の構築を具体的に協議
し、推進していく。
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ＣＳ委員会と協働して教育活動を充実を
図るとともに、学校３部制を創造する。

東三鷹学園スタンダードを活用して、学
校と家庭が連携して、望ましい学習習慣
の定着を図る。

学期ごとに東三鷹学園スタンダードを活
用して、目標をもたせ振り返りを行う。

3.2 3.0 3.1 3.0

実施率が0.1ポイント減、自己評価・満足度が3.0と変わらなかった。
家庭での話題としてスタンダードの取組を日常化していけるよう、引
き続き、親子の共通目標としていけるよう、声掛けをしていく。

妥当である。新しく着任した教員の理解も深めていけるとよい。家庭
での取組が重要であるので、保護者が子供のことにもっと目を向け
てもらえるように、スタンダードの家庭への提示の仕方も工夫してい
くとともに内容の見直しも検討していけるとよい。学年ごとの傾向に
基づいた対策も必要である。

‐ サポート隊、地域人財を活用して学習の
充実を図る。

各学年・学級でサポート隊を活用した授
業を効果的に実施する。

3.7 3.6 3.7 3.6

サポート隊との連携に努め、児童の意欲の向上と教育活動の充実
に繋げてきたが、活用回数は3.7、自己評価・満足度は3.6と変わら
なかった。引き続き、支援を継続していく。

妥当である。児童にとっても教員にとってもプラスになるよう、もっと
気軽にサポート隊を活用していけるようにできるとよい。サポート隊
への登録を促進し、支援できる人の拡充を図っていく必要がある。
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１．東三鷹学園版カリキュラムに
沿った授業改善の推進
２．相互乗り入れ授業の充実
３．児童・生徒の交流活動の充実

１　中学校における人権尊重教育推進のための研究や小学校における校内
研究をはじめ、学園カリキュラムに基づいた授業改善に向けた小・中教員に
よる相互理解が深まり、具体的な提案が増えてきている。
２　中学校の保健体育科教員の小学校授業への参加、小学校教員による中
学校授業のサポートともに計画的に実施することができた。
３－１　新しい生活様式に基づいて、これまでの伝統を守りながら、第六中学
校を会場として実施する等の工夫をして、小・中の教員がともに児童・生徒
の成長を見守りながら、児童・生徒主体の交流活動を実施することができ
た。
３－２　あいさつ運動の実施、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ｼﾃｨｽﾞﾝｼｯﾌﾟ教育に係る子ども熟議、
CS委員・教員代表との熟議をとおして、児童・生徒が自ら考え、判断し、学
園生活を創り出していく取組を充実させることができ、児童・生徒が実感を
もって取り組むことができた。

１　学習指導要領に基づいた授業実践をとおして、学園カリキュラム
の改善を進めていく。
２　小・中ともに、授業における指導の内容や方法等の連絡方法の
改善など工夫していく。
３－１　学園の地域性を活かしながら、発達段階に応じて農作業など
を児童・生徒がともに体験する取組をとおして、交流活動を充実させ
ていく。く。また、中学生が地域の担い手として活躍できる場として、
小学校の運動会へのボランティア参加などの機会を増やしていく。
３－２　あいさつ運動、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ｼﾃｨｽﾞﾝｼｯﾌﾟ教育に係る熟議等の経
験を活かし、学園として東三鷹学園スタンダード（キャリアパスポート）
の取組やいじめ防止対策などについても、子ども熟議や大人との熟
議をとおして、児童・生徒の自主的自発的な活動の機会を増やし、
児童・生徒が自らのこととして取り組めるようにしていく。
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小・中一貫校「東三鷹学園」の教育活動
の質的向上を図る。

東三鷹学園版カリキュラムを活用して、
授業力向上を図る。

各学級、教科で学園・学校の研究テー
マに沿った授業実践を行う。

3.2 3.1 3.5 3.2

複数の教員に指導を受けられることや授業準備時間の削減を徹底
して、授業実践を行うことで、実施回数は0.3ポイント増、自己評価・
満足度は0.1ポイント増となった。引き続き、児童の生きる力の基礎
を培っていけるよう工夫していく。

妥当である。教科別の指導はとても良いことであり、大切なので、引
き続き、教員が研究テーマに沿った授業実践を進め、共通の認識
で取り組んでいかれることを期待する。

‐ 感染対策の中でも児童生徒の交流活動
や乗り入れ授業を通して、学力・人間
力・社会力を高める。

予定された児童生徒の交流活動と乗り
入れ授業を実施する。（感染症対策の
中、創意工夫して実施する。）

3.3 3.0 3.3 3.2

新しい生活様式に基づいた形で実施してきており、実施率は3.3と
変わらなかったが、自己評価・満足度は0.2ポイントの増となった。引
き続き、実施方法を工夫して小中一貫教育のよさを追究していきた
い。

妥当である。児童が元気に活動する姿を見ることができて嬉しい。
感染予防に努めながら、学習用タブレット端末の活用等を工夫して
できることをより一層推進していけるとよい。かっての合同自然教室
のように小中一貫教育のよさとして進学後の円滑な人間関係の構築
等に役立てていけるとよい。
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１．基礎学力の向上

２．教員の指導力の向上

３．家庭学習の充実
４．みたか地域未来塾をはじめとし
た補充学習等

１－１　研究実践をとおして各教科の個に応じた指導を追究し、分かる授業
の日常化を図ってきた。
１－２　小・中共通のみたか地域未来塾を計画的に実施することができ、児
童・生徒及びその保護者のニーズが高まってきた。
１－３　子ども熟議、CS委員・教員代表との熟議をとおして、児童・生徒が自
主的自発的にルールを創り出していく機運が高まった。
２　学園研究会の研究主題を具体的に実現できるように、各校が担当する研
究授業を計画的に実践し、小・中の教員が教科・領域を超えて、児童・生徒
がより分かる授業について協議し、理解を深めることができた。
３　各学年・学級担任、教科担任から学習用タブレット端末により定期的に課
題を提示すると同時に、学年だよりや校支援保護者連絡帳を活用して家庭
への連絡を取り、家庭学習の習慣化を図ることができた。
４　中学校における定期テストの補充学習、小学校における授業中の学習
支援など、サポート隊や学習ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの支援で充実させてきた。

１－１　学園研究の主題に位置付け、個別最適な学びを具現化するととも
に、学園としてのコンテスト（JMコン）を充実させていく。
１－２　地域人財や学生ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの登録者を増やし、みたか地域未来塾の
拡充へのニーズに応え、児童・生徒の学力の向上に向け支援を充実してい
く。
１－３　小学校の低・中学年の意識を高めていくことができるよう、児童・生徒
での話し合いを継続化し、THEの取組として定着化させていく。
２　国・都・市の学力調査等の分析を踏まえ、学園の児童・生徒の実態に即
してすべての児童・生徒がより分かる授業を日常的に行っていく。
３　学園・学年として学習進度に応じた家庭学習の進め方ガイド等の作成を
とおして、児童・生徒が自主的自発的に家庭学習を進めていけるようにす
る。
４　サポート隊に加えて近隣大学の学生や地域人財の協力を得ることができ
る体制を整え、日常的に学習への支援を充実させていく。
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教員の指導力の向上を図る。 学園研究や校内研究等を活用して、授
業力向上を図る。

学園研究、校内研究、その他研究会や
ＯＪＴ等により、公開授業を実施する。

3.3 3.3 3.5 3.4

研究や研修を計画的に実施し、実施回数0.2ポイント、自己評価・満
足度は0.1ポイントの増となった。引き続き、教員の指導力の向上に
努めていく。すべての教員が共通の認識をもって、教員による指導
の差が生じないように学校・学年としての取組としていく。感染対策
を講じながら可能な限り教育活動を公開していきたい。

妥当である。学力の定着は最も重要なことであるので、引き続き、児
童の確かな学力を育んでいけるよう研究等を進めていけるとよい。

基礎基本の定着を図る。 補充学習やみたか地域未来塾を活用し
て基礎基本の定着を図る。

①学級で定期的に補充学習を実施す
る。

②みたか地域未来塾と連携し有効に活
用するために、担当者と打合せ等を行
う。

3.0 4.0 3.3 4.0

児童とその保護者のニーズに合った運営方法を工夫しながら、実施
回数は0.3ポイントの増となった。児童の自己評価・満足度は好調で
ある。今後も学力の定着・向上を目指し、運営していきたい。

妥当である。児童が満足して取り組め、学力が向上していけるとよ
い。さらに、学年を問わず学び直しができる機会を増やしていくなど
していけるとよい。そのためにも学生ボランティア等の活用に期待す
る。
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１．人権と言葉を大切にした指導の
推進

２．デジタル・シティズンシップ教育
の推進

1－1．いじめアンケートや児童・生徒との会話、生活のスタンダード、日々の
指導を通して、いじめを早期に発見・防止することができている。また、スクー
ルカウンセラーや保健室の活用により、悩みや問題に適切に対応している。
1－2．あいさつ運動期間を中心に日々の活動を通して、大人から積極的に
あいさつを行うことで、児童・生徒の自覚の向上を促している。
1－3．児童・生徒が時間を守る、忘れ物をしない、きまりを守るなどの生活習
慣を身に付けている。また、相手に応じた言葉遣いの意識を高くもっている。
２．熟議をきっかけに、代表委員会や生徒会から全校に呼び掛け、デジタル
シティズンシップの意識の向上を図ることができてきた。

1－1．いじめの早期発見・対応に関して、保護者の肯定的評価は昨
年度より向上している。地域・家庭との連携をさらに強固のものとし
し、指導の充実と取り組みの向上を進めていく。
1－2．あいさつに関して保護者の肯定的評価も向上している。学校
では、大人が積極的に挨拶することで、児童・生徒の意識向上を
図っている。家庭や地域でのあいさつにも拡げていかれるようにす
る。
1－3．学園スタンダード活用の意識がまだ低い。生活と学力の相関
性を高めるために、学園スタンダードをキャリアパスポートとしての積
極的な活用をしていく。
２．学習用タブレット端末をツールとしてより有効に活用できるよう、教
員からだけでなく、児童・生徒からスキルや使用の仕方を発信させ
る。

児

童

・

生

徒

の

学

力

・

健

全

育

成

規範意識を高めるとともに、おもいやりの
ある児童を育てる。

自らよりよい生活をしようとする姿勢を育
てるとともに、児童が相互に人権をを大
切にする学級・学校を目指す。

挨拶や人権、新しい生活様式等、主体
的によりよい生活をしようとする取組を年
間３回以上実施する。また、いじめ調査
やＱ－Ｕ調査を分析し、各学級で具体
的な取組を実施する。

3.4 3.3 3.5 3.2

日常のあいさつなど基本的な生活習慣や人とのかかわり方などに
力を入れてきた。いじめの早期発見・即刻対応を学校・学年として
取組み、実施率は0.1ポイント増、自己評価・満足度は0.1ポイント減
となった。引き続き、保護者・地域とよく連携し、いじめの現状をよく
知って、児童に働きかけていく。

妥当である。あいさつ、子供同士のかかわり方などにしっかりと指導
できている。2学期末までにいじめの認知件数５件の内、２件は解
消、３件は継続観察中、からかい、仲間外れという傾向があるので、
児童との対話を大切にし、保護者・地域も子供の変化を見逃さず学
校と連携し早期発見・対応できるとよい。

デジタル・シティズンシップ教育につい
て理解を深める機会を設ける。

児童が情報モラルを自らのこと考え、行
動できるように、児童自らが適切な行動
規範を定めていけるようにする。

情報モラルに関するセーフティ教室を実
施するとともに、各学級や代表委員会・
生徒会での話合いを通して、児童・生徒
が自らが考えるSNS活用ルールを創る。 3.1 3.6 3.1 3.5

児童自らが判断し行動できるように働きかけるなど、他者から言われ
なくても正しい使い方ができるよう、意識付けを行ってきており、実施
率は3.1と変わらず、自己評価・満足度は0.1ポイント減となった。引
き続き、保護者・地域とともに、児童自身が正しい活用法を実践して
いけるようにしていく。

妥当である。児童自らが話し合っていくことはよいことである。失敗を
経験しながら適切に成長させていけるよう、学校での指導を保護者・
地域と共有するなど皆で見守っていけるようにして、正しい使い方が
できるとよい。

（
体

）
健

康

・

体

力

１．体力の向上

２．地域貢献する力の育成
３．健康にかかわる食育の実践

１．（１）中学校から小学校への体育授業への乗り入れも順調に行い、専門
的な技能の習得とともに、運動に親しみ体力の向上に繋げることができた。
(２)体力テストの結果から、学校の課題を集約し、健康教育委員会が中心と
なり、学園の課題を把握した。さらに、課題改善に向けての方策を検討し、
実践に繋げていきたい。
２．地域行事への参加やボランティア(地域行事・小学校行事)活動は昨年よ
り増えたがまだ中止になるものもあった。行われた行事には例年よりも多くの
児童・生徒や保護者が参加した。多くの人のために奉仕し感謝されること等
で、自己有用感をもたせたり、小学校では地域行事への参加を奨励し、地
域の一員としての意識をさらに高めていきたい。
３．農園活動や収穫体験などから自分たちの食べているものに関心をもち、
食について考える機会が多くある。

１．義務教育９年間を見通した一貫した体力向上の取組をさらに充
実させていく必要がある。運動の日常化や体力調査の分析から各校
の実践まで情報を共有し、より効果的な実践に繋げていく。
　特に瞬発力や跳力、投げる力に課題があり、体育の授業や体育的
な活動において、課題改善のための継続的な取組を学園として推進
していく。また、相互乗り入れ授業を効果的に活用し、教師の指導力
を高めるとともに、教員間の情報共有をさらに進める。
２．児童・生徒の地域の一員としての意識を高め、ボランティアを通し
て自己有用感を高めることを、継続していくことが大切である。地域
行事への参加、ボランティアの参加をさらに奨励して、地域の中で人
間力・社会力を高めていく。
３．農園活動や農家での職場体験などを通し、食の安全や未来に向
けての食育を学園全体で行っていく。

体力向上を推進する。 体力調査の分析から児童の実態に沿っ
て体力向上を推進する。

児童に自己の体力向上についてのめあ
てをもたせ、年間を通して実践する。

3.2 3.4 3.2 3.4

運動会をはじめ、日常の体育の授業を通して、体力の向上に努め
てきたが、実施率は3.2、自己評価・満足度は3.4と変わらなかった。
引き続き、体力向上の大切さを児童に伝えながら、体力の向上を目
指して取り組んでいく。

妥当である。全児童参加の運動会をはじめ、感染予防の対策を施
しながら、体力向上させることができている。引き続き、体力向上の
取組を通して免疫力も高め健康の増進に繋げていけるとよい。

‐ 全校での体力向上の取組を計画的に実
施する。

年間を通しての長縄跳びの取組、走ろう
月間、縄跳び月間等の全校取組を感染
対策をしながら計画的に実施する。

3.2 3.3 3.6 3.5

実施方法を工夫しながら全校で長縄を実施することができ、実施率
は0.4ポイント、自己評価・満足度は0.2ポイントの増となった。引き続
き、感染対策を徹底しながら、取組を充実させていく。

妥当である。体をよく動かす取組として続けられたい。教員が児童と
一緒に取組んでいる様子も見られ喜ばしく思う。体力の向上、学級
のまとまりにもつながるので長縄大会を大いに推進していけるとよ
い。
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動

１．特色あるキャリアアントレプレ
ナーシップ教育
２．オリンピック・パラリンピック教育
レガシーの継続等

１．JA青壮年部や地域の企業、大学等との連携により、中学校だけでなく小
学校においてもアントレプレナーシップを意識した地域学習を行うことができ
た。
２．第六中学校の２年間の人権教育の研究成果を生かし、様々な教科や活
動、行事においてオリンピック・パラリンピック教育レガシーを意識した取り組
みを進めることができた。

１．学園の教育活動に関わっていただける地域人財をさらに増やし、
効果的で持続可能なキャリア・アントレプレナーシップ教育を推進し
ていくこと。

２．座学だけでなく体験的な活動を多く取り入れ、児童・生徒が様々
な本物を見たり触れたりすることができるようにする。
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地域の特性を生かした教育活動を推進
する。

地域の方々と連携した教育活動を実施
し、地域の一員である自覚を育てる。

農業体験、伝統文化の取組、交通運動
会等、各学年で地域と協働した教育活
動を実施する。

3.4 3.3 3.5 3.4

全校児童による交通運動会への参加や開校130周年記念のブロッ
コリー栽培の参加・見学などを地域と一体となって取り組むことがで
き、実施、自己評価・満足度ともには0.1ポイントの増となった。引き
続き、一小の伝統である農業や伝統文化に触れるなど児童のより広
い学びを次年度計画に反映させていく。

妥当である。児童が主体的に笑顔で取り組める参加型で、開校１３０
周年の記念集会にも新川囃子といった伝統を取り入れており素晴ら
しかった。地域の協力者に感謝したい。引き続き、様々な教育活動
で地域の協力を得て一小ならではの体験重視の取組を推進される
ことを期待する。

特色ある教育活動の充実を図る。 縦割り班活動、読書活動の充実を図る。 縦割り班活動や読書活動に意欲的に取
り組めるような工夫を実施する。

3.5 3.3 3.6 3.2

地域の協力を得て読書活動の習慣化を図るなど実施率は0.1ポイン
ト増、自己評価・満足度は0.1ポイント減となった。引き続き、感染症
対策を徹底しながら、縦割り班活動も児童が意欲的に取り組んでい
けるようにしていく。
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１．教職員のライフ・ワークバランス
の推進

２．地域行事等への参加

１　各校の主な取組
　　　・定時退勤日の設定
　　　・１日３０分の実質の勤務時間減の努力
　　　・部活動顧問の複数配置と定期試験週間の休暇促進
　　　・長期休業中の休暇取得促進
　　　・毎月の教職員一人ひとりの超過勤務時間の確認
　　　・個別に教職員の状況確認
　　  ・年次休暇の消化促進
　少しずつではあるが教職員の在校時間は減ってきている。教職員が仕事
を効率的に行い、ライフ・ワークバランスを推進しようとする意識は高くなって
いる。
２  地域行事は徐々に復活し、児童・生徒、保護者、教職員の参加も増加し
てきている。

1　各校で工夫した取組を実施し、効果は出ているが時間外に仕事
することが多い現状は続いている。各校の取組や成果を共有し、さら
に校務改善を推進する。また教職員一人ひとりのライフ・ワークバラ
ンスの意識をさらに高めていく。

２　地域行事に多くの児童・生徒が参加できるＰＲ活動を行い、地域
への貢献に繋げていきたい。また、スクール・コミュニティの観点か
ら、保護者だけでなく地域の大人が、学校に集える企画を行い、実
践していきたい。
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教職員のライフ・ワークバランスを推進す
る。

‐ 校務分掌や学年会議において、仕事の
内容や方法を精査し改善していく。

真に必要な仕事内容を見極め、やり方
を改善するなど工夫する。

2.3 2.2

妥当である。今後も保護者・地域の協力を得ながら読書活動の充実
を図っていくことができるとよい。

学校での滞在時間の縮減を図る。 週１回の学年ノー残業デーや月１回の
学校ノー残業デーを実施する。

2.3

2.2 2.3

2学期に入り、開校130周年記念事業の推進に時間を要しているた
め、改善への取組は0.1ポイント減であったが、自己評価・満足度は
0.1ポイント増となった。引き続き、業務の細分化に加えて、非効率
的な業務の進め方を見直し、更に効率的に業務を進めていく。

妥当である。開校１３０周年記念事業は大変苦労があったと同時
に、教職員、実行委員の達成感だけでなく、児童や保護者にとって
も得るものが多く、有難かった。さらに、教員間の協力で、学年、学
校として校務分掌の見直し等により業務内容を精査し、業務の軽重
や分担を適正化していけるとよい。

2.2 2.3 2.3

ノー残業デーを対外的にも明示するなどして、教員がオン・オフのメ
リハリを付け、計画的に業務を進めるなど目標をもって取り組めるよ
うにしてきている。超過勤務時間は2.3と変わらなかったが、自己評
価・満足度は0.1ポイント増となった。引き続き、改善に努めていく。

妥当である。ノー残業の増によって仕事にメリハリをつけ、バランスよ
く働くことができるように習慣化を図っていけるとよい。ノー残業デー
の実施を教員一人一人の目標として対外的に示すことは大切であ
る。学校の努力だけでは難しい現状があるので、ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｽｸｰﾙ委
員として行政へ人員増等を要請したい。


